
岡山県和気町の概要
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面積 144.21km2

人口 14,421人

世帯数 5,236

(平成27年国勢調査)

� 岡山空港から⾞で約50分

� JR山陽本線
岡山駅から和気駅まで約30分

� 山陽⾃動⾞道
神⼾まで約1時間半
大阪中心部まで約2時間



なぜ特区申請を⾏うのか
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中山間地域における社会課題

� 人口減による慢性的な人⼿不⾜
→国内ロジスティクスサービスの品質維持・向上

� 高齢化した過疎地域
→⽇々の買い物に困る買い物難⺠対応

� 人口流出
→若者の流⼊を促進する仕事・イベントの創出

日本全体の社会課題

� 成⻑技術分野である「ドローン」産業の
先端的ハード・サービスの実現・グローバル展開の推進
〜中国、欧⽶をリードするセグメントの早期確⽴〜
→小型ドローンは中国DJI社がシェア70％

大型ドローン市場には⽇本の勝機がまだある

地方創生に寄与する「一次産業」での改革の必要性

� 改⾰の遅れている国内林業のスマート化

� デファクトスタンダートが確⽴され
ていない「大型ドローン」市場の
ハード・サービスの競争⼒を早期
に強化しつつ、地方の社会課題
解決も併せて実現する

大型ドローンで河川上空を
活用してモノを
「安全に・多く・安く・早く」
運べる環境を整備し、
世界の最先端モデルとして
実現したい

株式会社Future Dimension Drone 
Instituteと岡山県和気町が取り組みたい課題

特区を使って何がしたいのか

産業競争⼒の強化

ドローンスクール・ドローン
イベント等により、
「ドローンのまち」として若者
流⼊を促進したい



和気町の現状と課題
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和気町の主な課題

⼈⼝流出〜
若者の定住・流⼊の促進

幹線道路網の機能強化

中心市街地の衰退

加速する少子高齢化と
扶助費の増加

地域の特徴に配慮した快適な
生活環境の創造と一体感の醸成

中山間地域の過疎化・高齢化

ごみ処理施設問題

幼稚園、小学校の適正配置

農業の衰退と耕作放棄地の増加

新しい時代の潮流 町⺠の問題意識

37

%

30

%

28

%

5%無回答

住みにくい

どちらとも
いえない

住みやすい

和気町の住みやすさ

� 高齢者福祉の充実
� 医療体制の充実
� 若者の定住促進施策
� 道路整備 etc .

⾏政に望む注⼒点

� 買い物等社会インフラ不⾜
� 未整備な医療施設
� レジャー施設の不⾜
� 未整備な情報通信環境
� 福祉サービスが不備 etc .

住みにくいと思う理由

�少⼦高齢化の急速な進⾏
�総人口の減少
�⼦育てへの経済的負担

や不安感な etc.

⼈⼝変動

�自然災害が多発
�テロの発生
�振り込め詐欺等の急増
�凶悪犯罪の多発 etc.

安心安全

�住⺠主導型・地域主導型
⾏政への転換
�住⺠・⺠間との協働体制
�真に自⽴した自治体経営

持続可能なまちづくり

�最新技術を活用した
町内情報環境の均一化
�ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ社会の実現
�情報端末の普及 etc.

高度情報化への対応

出展:｢第1次和気町総合振興計画｣より

※印今回の事業に関連性がある課題に関しては赤字で記載



振興計画の中における特区提案の位置づけ
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�慢性的な労働⼒不⾜に陥ることが確実な少⼦高齢化社会において、次世代の重要な社会インフラとなる
可能性が高い→大容量の荷物（50kg程度）の配送が可能であり、社会的意義、ビジネス上の効果ともに価値が高い

�過疎・離島エリアは都市部と⽐較し、実証実験環境として事故リスクが低く、適性が高い
�大型ドローンの活用はまだ世界に事例が少なく、モデルケースとなる可能性が高い
�和気町にとっては⽴地に制約条件の大きい大型ドローン製造メーカーの誘致の可能性が高まる

協働と
⼈権尊重
協働と

⼈権尊重
⾏財政
運営

⾏財政
運営

教育・文化教育・文化
保健・医療・

福祉
保健・医療・

福祉
基盤整備基盤整備 産業・雇用産業・雇用生活環境生活環境

� 自然あふれる豊かな環境(特に吉井川上空)と先端技術との共生により⾏政サービスやロジスティクスの
構造改⾰を実現。本事業により、社会課題(ex.買い物弱者)を解決し、地方創生に寄与する。

地方発のドローンサービスイノベーションにより、地方創生モデル確⽴を目指す

過疎・(離島)地域での
物資配送・害獣駆除サービス

コンビニ・流通・ECでの
新宅配サービス

スマート林業による
林業活性化

� 人口流出〜若者の定住・流⼊の促進
� 地域の特徴に配慮した快適な生活環境の創造と

一体感の醸成

� 中山間地域の過疎化・高齢化
� 中心市街地の衰退
� 加速する少⼦高齢化と扶助費の増加

何故大型ドローンか

和気町総合振興計画

和気町の課題 ※今回の事業に関連性がある課題のみ記載



中山間地域・(離島)の特性を活用した
大型ドローンによる輸送改革・地方創生モデル実証特区
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岡山県和気町、株式会社Future Dimension Drone Institute(和気町とFDDI社はドローン
事業に関わる包括連携協定)を中心に日本初の重量150kg以上の大型ドローンによる配送の実証
実験及び導⼊等を実現する特区として申請し、過疎地域・離島における買い物難⺠への買い物⽀援・
医薬品配達⽀援、また地方発の新ビジネスの創出を目指す

Step1

Step2

展開Step

①過疎・離島における買い物難⺠への買い物⽀援

②過疎・離島における医薬品配達⽀援

③災害時での緊急⽀援物資配送手法の確⽴

④自治体における害獣駆除手法の確⽴

⑤コンビ⼆・流通・ECのドローン宅配事業の実証

⑥効率的スマート林業の実証

①空港⇔⾃治体間での大量・高速輸送⼿法の確⽴
（ex.とれたて白桃の産地直送）

②ドローンフェス等による「ドローンのまち」のブランド確⽴

取組内容

和気町

(備前市
-⽇生諸島)

岡山県

実証地域

�株式会社NTTドコモ

�株式会社SUBARU

�株式会社ファミリーマート

�美作東備森林組合

�株式会社小松製作所

�薬局・病院・物流会社

等

� 農家

※総合物流施策大綱に基づき実証実験実施

協⼒会社候補先



和気町における大型ドローンを活用した配送の実証実験及び導⼊(イメージ)
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和気町における大型ドローンを活用した配送の実証実験及び導⼊(イメージ)
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大型ドローンで運搬
可能な生活支援物資を

アプリで選択

配送場所選択

希望配送時間

届けて欲しい商品

・Where to ?

・10 min

2018年11月25⽇

￥10,800円

お客様の利用情報

コメント・評価

11 月 25 ⽇ 13:45

牛モモ肉 3 個

水（18L） 2 個

無洗⽶(5kg) 1 個

配送場所をアプリの
地図上から選択肢、

欲しい商品とともに発注

商品を配送するドローン
の位置情報がスマホに
転送され、⾒える化

鍵機能により、荷物
受取スポットの開閉・

受取確認を実施

アプリケーションUIイメージ

・10,800円

認証コード

生活物資

アルカリイオンの水
PET (2L×9本)
￥950
本⽇中にお届け

秋田県産 無洗⽶
5kg 平成29年産
￥2,500
本⽇中にお届け

費用

石油ストーブ用灯油
（18L）
￥1,800
本⽇中にお届け



新聞記事抜粋
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新聞記事抜粋
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新聞記事抜粋
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